
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

堺東駅周辺地区

平成３０年３月

大阪府堺市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 34

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし ○

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

平成26年～29年度 平成29年度事後評価実施時期

大阪府 市町村名 堺市

平成26年度～平成30年度

平成26年度～平成29年度

782

堺東駅周辺地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

プロムナード整備事業（高質空間形成施設）

-

数　　値目標値 フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

今後の対応方針等

-モニタリング -

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

-

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

-都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

-

-

交付期間
の変更

-

新たに追加し
た事業

-

市民交流広場活用事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

- -

なし

-

 ５）実施過程の評価

・堺市市民交流広場条例を制定し、広く自由に広場を使用できるようにしたことにより、定期的に各団体によるイベントが開催されるようになった。
・市民交流広場活用事業による試験的なイベント実施や、有識者や市民委員を交えた検討会の実施により、利用しやすい広場の整備が進んだ。

その他の
数値指標３

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

指標４

指標３

市民交流広場の利用率 ％

指標1

28%

平成33年7月

○

2,200

なし

1年以内の
達成見込み

1,9161,485 H24

H24 44% H29

H29

整備と合わせた継続的な賑わいの創出のための事業追加

目標
達成度

△

数　　値

なし

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

堺東駅周辺の歩行者交通
量

人/日

当初計画
から

削除した
事業

市民交流広場整備事業（地域生活基盤施設　広場）、プロムナード整備事業（高質空間形成施設）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

-

実施内容 実施状況

66%

 １）事業の実施状況

事業の長期化に伴い、交付対象事業期間外となることによる削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名



様式２－２　地区の概要

単位：人/日 1,485 H　２４ 2,200 H　２９ 1,916 H２９

単位：％ 28% H　２４ 44% H　２９ 66% H２９

単位： H H H

単位： H H H

単位： H H H

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・引き続き、各団体が自立的に活動できるような支援を行う。
・未整備部分については、引き続き地元協議・整備検討を続け、回遊できる市街地空間形成を進めていく。

まちの課題の変化

・広場内における各種イベントの実施等により平日も含めてのにぎわいが創出されている。
・広場のイベントに合わせて周辺でのイベントが開催されるなど、回遊性も生まれている。

目標値 評価値

堺東駅周辺地区（大阪府堺市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

市民交流広場の利用率

堺東駅周辺の歩行者交通量

大目標：堺市の玄関口の魅力向上と賑わいの創出
目標１：さまざまな目的をもって行きかう人で賑わうまちをめざし、市民や来訪者が、安全に楽しく回遊できる市街地空
間を形成する。
目標２：本市への来訪者を迎える地区として、堺の都市イメージを向上させるような魅力あるまちの顔づくりを図る。

市役所前市民交流広場 

堺地方合同庁舎前市民交流広場（市民交流広場活用事業実



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

-Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更前 変更後

-

--

-

-

-

変更理由

-

-

--

-



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

735 761 ●

高質空間形成
施設

29 0 事業の削除 ●

高次都市施設

既存建造物活
用事業

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

なし

なし

事業
事業内容

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

最終変更計画

基幹事業

約700㎡

約4,300㎡

0m

事業内容

約4,900㎡

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

市民交流広場

プロムナード

当初計画

事業箇所名



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況

基幹事業

事業
最終変更計画

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響事業内容

当初計画

事業内容事業箇所名

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと



事業費 事業費 完成 完成見込み

地域創造
支援事業

21
広場の継続的な賑わい創出に向け
た管理・運営方法の検討、試験的
なイベント実施、効果検証を行う

●

事業活用調査

まちづくり
活動推進事業

当初計画
最終変更

計画
当初計画

13,800 17,489 平成25年度～平成30年度
平成28年10月権利変換認
可、
平成29年3月除却着手

1,106 上記の内数 平成25年度～平成30年度
平成28年10月権利変換認
可、
平成29年3月除却着手

213 上記の内数 平成25年度～平成30年度
平成28年10月権利変換認
可、
平成29年3月除却着手

- 上記の内数 平成25年度～平成30年度
平成28年10月権利変換認
可、
平成29年3月除却着手

565 3,750 平成25年度～平成30年度

14,900 14,633 平成25年度～平成30年度

73 73 平成26年度～平成30年度

- - 平成30年度

- 8 -

- 27 -

－

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事業費
備考進捗状況及び所見

平成25年度～平成32年度

平成28年度～平成30年度

平成28年度～平成29年度

試験的なイベント実
施、効果検証等

最終変更計画
事業箇所名

堺東駅南地区

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

堺市中心市街地内

堺東駅周辺地区

提案事業

細項目
事業

市民交流広場活用事業

（参考）関連事業

堺東駅南地区市街地再開発事業

堺市都心まちづくり活動支援事業

事業
細項目

堺東駅前歩行者デッキ改修・再整備事業

翁橋公園整備事業

市道三国ヶ丘御幸通南三国ヶ丘１号線拡幅事業

市民会館建替え事業

当初計画

事業内容

最終変更計画

市民交流広場活用事業

事業期間

アクセスルート整備事業 堺市堺区翁橋町2丁等 平成30年度

堺東駅南地区 平成25年度～平成32年度

市道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業 堺東駅南地区 平成25年度～平成32年度

堺市堺区翁橋町2丁地内 平成26年度～平成30年度

堺市堺区翁橋町2丁地内 平成25年度～平成30年度

堺東駅南地区 平成25年度～平成32年度

堺保健センター・市民駐車場整備事業 堺市堺区南瓦町地内 平成26年度～平成32年度



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 ○
見込み

確定
見込み ○

確定
見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２数値（エ）

モニタリング
○

△事後評価 事後評価

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリング

モニタリング モニタリング

○事後評価66%

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

指　標

指標１
堺東駅周辺の歩行者交
通量

人/日

堺東駅周辺2地点（歩行者デッ
キ上、ジョルノ入口前）の歩行者
通行量の平均（休日8時間(11-
19時)）

モニタリング
- 1,485 H24 2,200 H29

1,916

-指標２ 市民交流広場の利用率 ％
市民交流広場の年間使用率
（従前値は市役所前市民広場に
おける値）

指標３

28
事後評価

H24 44 H29

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。 
※２ 目標達成度の記入方法 
 ○ ：評価値が目標値を上回った場合 
 △ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 
 × ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

事後評価

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

数値（ウ）

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

事後評価

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値

・堺市市民交流広場条例を制定し、広く自由に広場を使用できるようにしたことにより、定期的に各団体によるイベントが開催されるようになった。
・市民交流広場活用事業による試験的なイベント実施や、有識者や市民委員を交えた検討会の実施により、利用しやすい広場の整備が進んだ。

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した ○

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

- -

- -

- -

- -

-

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

堺市中心市街地活性化協議会の活動へ
の支援

引き続き、堺市中心市街地活性化協議会へ
の支援等を通じて、中心市街地の活性化及
びにぎわいの創出に努める。

堺市中心市街地活性化協議会：中心
市街地活性化法に基づく協議会

堺市中心市街地活性化協議会による
中心市街地におけるイベント等の実
施

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

-

-

-



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

◎
-

提案事業 ◎
-
-
-
-
-
-
-
-
○
○

堺東駅南地区市街地再開発事業
堺東駅前歩行者デッキ改修・再整備事業

アクセスルート整備事業
翁橋公園整備事業

都心まちづくり課-

高質空間形成施設　緑化施設等　プロムナード

関連事業

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

基幹事業

実施時期 担当部署

市民交流広場の使用率

総合所見

都心まちづくり課平成29年9月～10月

指標○指標２

市道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業
市道三国ヶ丘御幸通南三国ヶ丘１号線拡幅事業

地域創造支援事業　市民交流広場活用事業

堺保健センター・市民駐車場整備事業

堺市都心まちづくり活動支援事業
市民交流広場活用事業

総合所見総合所見

指標○ 指標○

総合所見

引き続き、各団体のイベントの
実施等により賑わいの創出を
図る。

市民交流広場の整備、
条例の制定により、各
団体のイベントにより広
場の利用回数が増え、
使用率が大きく向上し
た。

地域生活基盤施設　広場　市民交流広場

市民会館建替え事業

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

◎
△

提案事業 ○
△
△
△
-
△
△
-
-
○
○

-

市民交流広場
のイベントによ
り、歩行者通行
量は一定増加
した。ただし、
堺東南地区市
街地再開発事
業及び市民会
館建替え事業
が未竣工のた
め、当初の目
標には達しな
かった。

Ⅲ

-

指標○

--

総合所見

指標○

-

指標○

総合所見

改善の方針
（記入は必須）

堺東南地区市街地再開発事業
及び市民会館建替え事業の円
滑な事業の進捗に努める。

-

総合所見総合所見

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

指　標　名

堺東駅前歩行者デッキ改修・再整備事業

アクセスルート整備事業
堺市都心まちづくり活動支援事業

市民会館建替え事業

事業名・箇所名

堺東駅南地区市街地再開発事業

地域生活基盤施設　広場　市民交流広場
基幹事業

地域創造支援事業　市民交流広場活用事業

指標１

堺東駅周辺の歩行者通行量

指標の種別

高質空間形成施設　緑化施設等　プロムナード

市民交流広場活用事業

翁橋公園整備事業

市道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業
市道三国ヶ丘御幸通南三国ヶ丘１号線拡幅事業
堺保健センター・市民駐車場整備事業

関連事業



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題
事業によって発生した

新たな課題

-

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

市街地の空洞化
市民交流広場の整備により、各団体の自主的なイベン
トが増加し、来街者の増加や駅乗降客の下げ止まりな
ど、一定の改善が見られた。

実施時期

平成29年11月

検討メンバー

都心まちづくり課

達成されたこと（課題の改善状況）

名称等 担当部署

都心まちづくり課



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

想定される事業

想定される事業改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

B欄
改　善　策

改善する事項

効果を持続させるための基本的な考え方効果の持続を図る事項

市民交流広場の管理・運営の自立化

なるべく具体的に記入して下さい。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

-

フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

指標３

-

--

- -

その他の
数値指標１

-

-
その他の

数値指標３

- H

-

-

- H

市民交流広場の
使用率

- H

-

H

-

H

H

H

1,916

74

-

△

○

-

-

H30.4

-

-

-

-

--

フォローアップ計画

-

-

平成29年度1年間の広場の使用率を集
計し、確定値とする。

-

-

H33.7
7月の休日の天候が晴れの日の午前
11時から午後7時にかけて計測

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以
内の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアッ
プ計画を記入して下さい。

-

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値

-

- -

その他の
数値指標２

-

-

- H

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無

評価値
目標

達成度年度
指　標

指標１
堺東駅周辺の歩
行者通行量

人/日

指標５ H

指標４

指標２ ％

-

2,200

44 H２９

1,485 H２４

28 H２４

H２９



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点 -

うまく
いかなかった点

関連事業の進捗により、評価指標の数値目標の再設定が必要であった。

うまくいった点 -

うまく
いかなかった点

-

うまくいった点 -

うまく
いかなかった点

-

うまくいった点 -

うまく
いかなかった点

-

うまくいった点 -

うまく
いかなかった点

-

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

-

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等

整備計画の事業期間内にて事業が実施できる
よう、事業の進捗状況の確認が必要である。

-

-

-

-

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット
市のホームページに事後評価
原案を掲載

平成29年12月5日～12月19
日

平成29年12月5日～12月19日

広報掲載・回覧・個別配布 - - -

説明会・ワークショップ - - -

その他
担当者窓口で事後評価原案
を閲覧

平成29年12月5日～12月19
日

平成29年12月5日～12月19日

住民の意見 －

都心まちづくり課
担当部署への提出、輸
送、FAX、電子メール



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

審議事項※１ 委員会の意見

既存機関を活用（堺市公
共事業評価監視委員会
規則）

既存機関（堺市公共事業
評価監視委員会）そのも
のを位置づけ

岡　絵里子　 関西大学　環境都市工学部 教授(座長）
内田　敬　 大阪市立大学大学院 工学研究科 教授（座長代理）
上甫木　昭春　大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科 教授
堀野　治彦　大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科 教授

小林　邦子　五月法律事務所弁護士

平成29年12月27日
都心まちづくり課
（事務局は土木監理課）

・特になし。

・フォローアップ計画は妥当であると確認された。

・特になし。

・効果発現要因の整理は妥当であると確認された。

・事後評価の手続きは妥当であると確認された。

・今後のまちづくり方策の作成は妥当であると確認された。

委員構成

その他 ・特になし。

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

・方法書に従って事後評価が実施されたことが確認された。

・数値目標は達成しており効果をあげていることが確認された。

・実施過程の評価は妥当であると確認された。

・今後のまちづくり方策は妥当であると確認された。

・事後評価原案公表の手続きは妥当であると確認された。



（７） 有識者からの意見聴取
添付様式９　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

- -

- -

有識者の意見

・この様式は、効果発現要因の整理（添付様式５）、今後のまちづくり方策の検討（添付様式６）、評価委員会の審議（添付様式９）以外の機会に、市町村が任意に
有識者の意見聴取を行った場合に記入して下さい。

意見聴取した有識者名・所属等

-

-

-



都市再生整備計画

大阪
お お さ か

府
ふ

　堺市
さ か い し

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

堺東
さかいひがし

駅
え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 34 ha

平成 26 年度　～ 平成 29 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日

平成24年 平成29年

％
平成24年 平成29年

交付期間 29

・本地区は、市役所や法務局・裁判所などの公共・公益施設や、百貨店や商店街などの商業施設、銀行などの業務施設が集積し、市内各地や大阪市方面と接続する鉄道・バスの拠点となる堺東駅が位置する、本市の玄関口である
が、近年の社会経済情勢の変化により空洞化が著しく、商業機能が低下し、来街者も減少するなど、かつての活力が失われている状況にある。
・本市においては、本地区を含む都心地域のまちづくりの指針となる「堺 都心のまちづくりプラン」を平成24年7月に策定し、「人が集い、交流し、賑わいと活力のあふれる都心」をまちづくりの目標として、堺の新しい都市魅力を創造す
る都心のまちづくりに取り組んでいる。また、平成27年3月27日に、本地区を含む区域を対象として堺市中心市街地活性化基本計画の認定を取得した。
・本地区の周辺には、中世の環濠都市の面影を残す旧市街地地域や、世界文化遺産登録をめざす百舌鳥古墳群などが位置しており、本地区はこれらの地域を訪れる人々を迎える地区でもある。

・本地区は本市の玄関口としての役割を担う地域であるが、かつての賑わいと活力が失われ、市内における相対的な地位が低下している。地区内においては大型店の撤退、空き店舗の増加が進み、商店数・販売額などの指標が減
少傾向にある。さらに、駅乗降客数や歩行者通行量も減少が続くなど、市街地の空洞化が著しく、これを再生し活性化を図ることが緊急の課題である。

大目標：堺市の玄関口の魅力向上と賑わいの創出
目標１：さまざまな目的をもって行きかう人で賑わうまちをめざし、市民や来訪者が、安全に楽しく回遊できる市街地空間を形成する。
目標２：本市への来訪者を迎える地区として、堺の都市イメージを向上させるような魅力あるまちの顔づくりを図る。

都道府県名 大阪府
おおさかふ

堺市
さかいし

堺東駅
さかいひがしえき

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

計画期間

堺東駅周辺の歩行者通行量 堺東駅周辺2地点の歩行者通行量の平均（休日8時間）
都市機能の集積・交流空間の形成と、歩行者が快適に歩ける空
間の整備により、歩行者通行量の増加を図る。

1,485人/日 2,200人/日

市民交流広場の使用率
市民交流広場の年間使用率

（従前値は市役所前市民広場における値）
イベントの開催など市民交流広場の積極的な活用により、賑わい
の創出を図る。

28% 44%

○堺市マスタープラン「さかい未来・夢コンパス」（平成23年3月策定）
　【都心地域のまちづくりの方向性】
　・堺東駅周辺地域：広域的な都市圏の中枢を担う政令指定都市・堺の玄関口として、商業・業務・行政・文化・居住機能を集積・強化させるとともに、駅前等の利便性を向上させます。
○堺市都市計画マスタープラン（平成24年12月策定）
　【都心の活性化と魅力づくり】
　・堺東駅周辺地域では、商業・業務・行政・文化・居住機能等の集積を図り、政令指定都市・堺の玄関口にふさわしい魅力と風格あるまちづくりを進めます。
　・堺東駅周辺の行政機能の集積地については、官公庁の一体的な整備促進にあわせ、賑わいと憩いの空間や良好な景観の創出を図ります。
○堺 都心のまちづくりプラン（平成24年7月策定）
　【まちの将来イメージ】
　・堺東駅周辺地域：堺を代表する賑わいと風格のあるまちなみの形成や都市機能の充実により、市民や来訪者がそれぞれの目的に向けていきいきと活動するまち
○さかい 魅力・安心住まいプラン（平成23年11月策定）
　【まちなか居住促進戦略】
　・都心においては、地域特性を活かして、商業や文化機能などの集積をはかるとともに、交通結節機能の向上などにより、都市機能が集積した利便性の高い居住環境の構築をはかります。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（安全に楽しく回遊できる市街地空間の形成）

・市民会館へのアクセスルートとなるプロムナードや、堺東駅と再開発ビル及び行政ゾーンを接続する堺東駅前
歩行者デッキなど、歩行者が安全で快適に通行できる空間を確保する。あわせて、市民交流広場・堺東駅前歩
行者空間などの交流空間を整備し、地区の回遊性の向上を図る。

地域生活基盤施設（市民交流広場）（基幹事業）、高質空間形成施
設（プロムナード）（基幹事業）、堺東駅南地区市街地再開発事業（関
連事業）、堺東駅前歩行者デッキ改修・再整備事業（関連事業）、市
道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業、翁橋公園整備事業（関連事業）、ア
クセスルート整備事業（関連事業）

整備方針２（都市イメージを向上させるまちの顔づくり）

・堺東駅周辺における賑わいの空間を創出するため、イベントや文化・情報の発信などと連携してさまざまな活
動の場となる市民交流広場を中心に、堺東駅前歩行者空間などを整備する。
・堺東駅前広場に面する堺東駅南地区市街地再開発事業の実施、市役所本庁舎・合同庁舎・裁判所などと一
体となってランドマークを形成する市民交流広場の整備などにより、都心の駅前にふさわしいまちなみを形成す
る。

地域生活基盤施設（市民交流広場）（基幹事業）、市民交流広場活
用事業（提案事業）、堺東駅南地区市街地再開発事業（関連事業）、
市道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業、堺保健センター・市民駐車場整備
事業（関連事業）、市民会館建替え事業（関連事業）、堺市都心まち
づくり活動支援事業(関連事業)、市民交流広場活用事業（関連事業）

○中心市街地活性化に向けた地域の取組み

中心市街地活性化協議会が設置され、平成27年3月27日に本地区を含む区域を対象として、中心市街地活性化基本計画を策定し、認定を取得した。また、協議会が主体となって地
域の活性化に向けた取組みを実施しており、こうした活動への支援等を通じて、継続的な賑わいの創出に努める。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路
道路（地方都市リノベーション事業）
公園
公園（地方都市リノベーション事業）
古都及び緑地保全事業
河川
下水道
駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 広場 堺市 直 約4,300㎡ 25 31 26 29 760.6 760.6 760.6 0 760.6

高質空間形成施設
高次都市施設
地方都市リノベーション推進施設
生活拠点施設
既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 761 761 761 0 761 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
堺市・住宅供給公社 直・間 約4,300㎡ 27 29 27 27 47.4 20.9 20.9 0.0 20.9

合計 47 21 21 0 21 …B
合計(A+B) 782

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

再開発会社 国土交通省 約0.7ha ○ 25 32 17,489.0

再開発会社 国土交通省 約90ｍ ○ 25 32 （上記の内数）

再開発会社 国土交通省 約350㎡ ○ 25 32 （上記の内数）

再開発会社 国土交通省 約45m ○ 25 32 （上記の内数）

市 － 約3,000㎡ 〇 26 32 3,750.2

市 国土交通省 約1.4ha ○ 25 30 14,633.0

市 - 約0.2ha ○ 26 30 73.0

市 － － ○ - 30 -

民間 国土交通省 約190ha ○ 28 30 7.5

市・住宅供給公社 － 約4,300㎡ ○ 28 29 26.5

合計 35,979

細項目

翁橋公園整備事業 堺市堺区翁橋町2丁地内

市民会館建替え事業 堺市堺区翁橋町2丁地内

アクセスルート整備事業 堺市堺区翁橋町2丁等

地域創造
支援事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目事業 事業箇所名 事業主体 直／間

市民交流広場

規模

交付対象事業費 782 交付限度額 312.5 国費率 0.40

市民交流広場

事業期間
全体事業費

堺東駅南地区

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業活用調
査
まちづくり活
動推進事業

市民交流広場活用事業

規模
（いずれかに○）

堺東駅南地区市街地再開発事業

堺東駅前歩行者デッキ改修・再整備事業 堺東駅南地区

市道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業 堺東駅南地区

堺市中心市街地内

市道三国ヶ丘御幸通南三国ヶ丘１号線拡幅
事業

堺東駅南地区

堺保健センター・市民駐車場整備事業 堺市堺区南瓦町地内

堺市都心まちづくり活動支援事業

市民交流広場活用事業 堺東駅周辺地区



都市再生整備計画の区域

　堺東駅周辺地区（大阪府堺市） 面積 34 ha 区域
堺市堺区　翁橋町２丁、北瓦町１～２丁、北花田口町１～３丁、新町、中瓦町１～２丁、三
国ケ丘御幸通、南花田口町１～２丁の全部と一条通、南瓦町の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

Ｎ 

堺東駅周辺地区（34ha） 



堺東駅周辺の歩行者通行量 （人/日） 1,485 （24年度） → 2,200 （29年度）

市民交流広場の年間使用率 （　％　） 28 （24年度） → 44 （29年度）

（　　　　） （　　　年度） → （　　　年度）

　堺東駅周辺地区（大阪府堺市）　整備方針概要図

目標 堺市の玄関口の魅力向上と賑わいの創出
代表的な

指標

堺
市 
役
所 

堺東駅 

        基幹事業        

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 

Ｎ 
 

○関連事業 
アクセスルー
ト整備事業 

○関連事業 

堺東駅南地区市街地再開発事業 

■基幹事業 
地域生活基盤施設 市民交流広場 

堺東駅周辺地区（34ha） 

○関連事業 
市民会館建替え事業 

○関連事業 
堺保健センター・市民駐車場整備事業 

○関連事業 
堺東駅前歩行者デッキ改修・再整備事業 

○関連事業 

市道堺東駅三国ヶ丘線拡幅事業 

市道三国ヶ丘御幸通南三国ヶ丘１号線拡幅事業 

 

堺市民 
会館 

○関連事業 
翁橋公園整備事業 

□提案事業 
地域創造支援事業 市民交流広場活用事業 

○関連事業 
堺市都心まちづくり活動支援事業 

○関連事業 

市民交流広場活用事業 


